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被用者年金一元化後の運用について

被用者年金制度の一元化等を図るための厚生年金保険法等の一
部を改正する法律（平成24年法律第63号）が、平成２７年１０月に施
行される。

資金運用については同法において「主務大臣は、積立金の管理及
び運用が長期的な観点から安全かつ効率的に行われるようにする
ための基本指針（以下「積立金基本指針」という。）を定めるものとす
る」こととされている。
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一元化後の運用の仕組み

［積立金全体の運用の仕組み］

① 主務大臣（厚生労働大臣＋共済所管３大臣）は、共同で、積立金基本指針を定める。
・ 積立金基本指針 ： 積立金の管理・運用が長期的な観点から安全かつ効率的に行われるようにするため

の基本的な指針。

② 管理運用主体（GPIF、国共連、地共連、私学事業団）は、積立金基本指針に適合す
るように、共同で、資産の構成の目標（モデルポートフォリオ）を作成・公表する。
・ 資産の構成の目標が積立金基本方針に適合しないときは、主務大臣が変更を命じる。

［管理運用主体ごとの運用の仕組み］

③ 管理運用主体は、積立金基本指針に適合するように、かつ、モデルポートフォリオに
則して管理運用の方針を定め、それぞれの所管大臣の承認を得る。
・ 管理運用の方針 ： 各管理運用主体が、積立金の管理・運用を適切に行うために定める方針。

積立金基本方針に適合しなくなったときは、所管大臣が変更を命じる。

＊ 各管理運用主体は、モデルポートフォリオを参酌して、管理運用の方針の中でそ
れぞれのポートフォリオを定める。
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＜オブザーバー＞

総務省自治行政局公務員部福利課長
財務省大臣官房参事官（主計局給与共済課担当）
文部科学省高等教育局私学部私学行政課私学共済室長
厚生労働省大臣官房参事官（資金運用担当）

積立金基本方針に関する検討会

積立金基本指針に規定すべき事項を検討するため、厚生労働省年金局長が有
識者の参集を求め、積立金基本方針に関する検討会を開催する。

１．検討事項

① 積立金の管理及び運用に関する基本的な方針
② 積立金の資産の構成の目標に関する基本的な事項
③ 積立金の管理及び運用に関し管理運用主体が遵守すべき事項
④ その他積立金の管理及び運用に関する重要事項

２．構成員

（敬称略・五十音順）
浅野 幸弘 横浜国立大学名誉教授
臼杵 政治 名古屋市立大学大学院経済学研究科教授
小島 茂 公益財団法人 連合総合生活開発研究所 主幹研究員
川北 英隆 京都大学大学院経営管理研究部教授
山崎 泰彦 神奈川県立保健福祉大学名誉教授
米澤 康博 早稲田大学大学院ファイナンス研究科教授


